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Student Affairs Section
School of Pharmaceutical Sciences, Kyushu University

E-mail: ijgyakugaku@jimu.kyushu-u.ac.jp
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	期間：2026年2月24日出発～3月31日帰国 渡航先：台湾・台北市 訪問大学：国立陽明交通大学薬学部 　　　　：台北医学大学薬学部
	ABOUT THE PROGRAM
	九州大学薬学部では、2018年度から創薬科学科に国際コースを設置し、国際舞台で活躍する　広い視野を持った次世代の研究者の養成を　　行っています。2025年度からは、国際コース生以外にも挑戦の機会を広げ、更なる人材育成に　つなげています。

	TAIWAN SCHEDULE
	　 ・  6月　国際コース申請　 ・10月　履修生の決定　            　オリエンテーション ・12月　危機管理セミナー受講　 　　　 　事前研修（対面）　 ・  1月　学生間交流（オンライン） ・  2月　出発　 ・  3月　最終発表会（現地） ・ 帰国
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